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令和元年度 学校評価のまとめ 

 

 春の訪れを感じる季節となりました。保護者の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げま

す。また、本校の学校教育にご理解とご協力を頂き心から感謝申し上げます。 

 さて、３月１２日（木）に学校評議員会（学校関係者による）を持ち、本年度の学校評価のまとめが出来ましたの

で、下記の通り報告させていただきます。保護者の皆様におかれましては、アンケートにご協力いただき、誠にあり

がとうございました。 

記 

１．学校評価の方法 

① 保護者アンケート ……… 保護者の皆様に教育活動について評価して頂くものです。 

② 教職員による自己評価 … 教職員が本校の教育活動について評価するものです。 

③ 学校関係者評価 ………… 学校に関係のある方々に自己評価の結果や今後の改善方策等について評

価して頂くものです。今年度は諸般の事情により、学校評議員とPTA会

長にお願い致しました。 

 

２．学校評価の結果（※結果の詳細につきましては、裏面に記載しています。） 

【保護者アンケート】について Ａ:そう思う２点  Ｂ:大体そう思う１点 Ｃ:あまりそう思わない－１点 Ｄ:そう思わない－２点 

○保護者の評価が高かった項目 …… ※肯定的意見が多く、1.2以上あった項目 

・NO.８『遠足や運動会等学校行事は、子どもにとって楽しく充実していますか。』・・・1.61  

・NO.９『ご自分のお子さんは、楽しく学校に通っていますか。』・・・・・・・・・・・1.45  

・NO.10『ご自分のお子さんは、友達と仲良く生活していると思いますか。』・・・・・・1.41  

・NO.12『学校はあいさつ等、基本的生活習慣の指導に努めていると思いますか。』・・・1.37  

・NO.15『ご自分のお子さんは、学校の給食に満足している様子ですか。』・・・・・・・1.46 

・NO.16『学校は、健康管理や体力づくりに努めていると思いますか。』・・・・・・・・1.28 

・NO.17『学校は、保護者・地域に必要な情報を積極的に知らせていますか。』・・・・・1.27 

・NO.18『学校は、保護者・地域と連携協力して教育活動を行っていますか。』・・・・・1.24 

 

●保護者の評価が低かった項目 …… ※肯定的意見が0.9以下であった項目 

・NO.5『ご自分のお子さんは、授業に集中して取り組んでいると思いますか。』 0.88（※児童回答1.29 教職員回答1.59） 

・NO.14『学校の校舎内外の環境は、きれいに整備されていますか。』・・・・0.8 

※評価の高かった項目に関しては、今後も更に向上していけるように、職員一同努力して実践していきます。また、全

ての項目で、肯定的な意見が 1.2以上になるように努めていきます。 

※評価の低かった項目に関しては、『授業に集中して取り組んでいるか』の項目で0.88という結果になりました。昨年

度の0.8に比べれば僅かながら向上しているものの、より一層の努力が必要だと考えられます。新たな取組や工夫を

検討しながら改善を図っていきます。 



【教職員による自己評価について】 

▲教職員と保護者との評価の値の差が大きかった項目（0.56以上差がある項目） 

・NO.３『学校は「友だち大好き」(思いやりのある子）を目指して重点的に取り組んできましたか。』保護者 1.02 教職員 1.68 

・NO.5『ご自分のお子さんは、授業に集中して取り組んでいると思いますか。』保護者 0.88 教職員 1.59 

・NO.14『学校の校舎内外の環境は、きれいに整備されていますか。』保護者0.8 教職員1.36 

・NO.22『学校は、自分の考えをしっかりと持ち、わかりやすく伝えられる子どもに育てようと努めていますか。』保護者 0.91 教職員 1.64  

※学習指導に関しては、来年度から完全実施となる新学習指導要領の下、「主体的・対話的で深い学び」を基本理念とし

た指導方法の工夫改善を行いながら取り組んでいきます。効果については、早急に結果として表れるものではありま

せんが、保護者の皆様にとっても分かりやすく、数値で改善が見られるような手立て・工夫を考えて、取り組んでい

きます。 

※学校の対応につきましては、本年度の学校評価を真摯に受け止めて、これからも『率先・迅速・丁寧』を基本に、児

童が安全・安心で楽しく通学できるよう、より一層推し進めます。ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 

【学校関係者評価】について 

３月１２日（木）に学校評議員会を開催いたしました。 

◎学校関係者評価のねらい 

 ・学校が行った自己評価を、保護者・地域住民の学校関係者などにより構成された評議員会にて協議いただき、

自己評価の客観性や透明性を高める。 

 ・評価活動を通したコミュニケーションにより、保護者・地域住民の方々と学校が互いに理解を深める場とす

る。 

※今回の学校関係者による評価の話し合いにおいて、以下のようなご意見をいただきました。 

○毎年、先生方の人事異動が行われて構成メンバーが変わっても、河原塚小学校の雰囲気の良い校風が変わらないこと

に感心している。 

○いつも、子どもたちが生き生きと活動している姿をみることができるので、保護者として安心している。 

○河原塚小学校のホームページが大変充実していて、発信力の高さを感じる。他校の保護者にも、本校のホームページ

を紹介している。 

○ポプラ祭では、子どもたちの活動や子どもたちと地域住民との交流が見られて大変よかった。また、先生方と子ども 

たちとの活動も見ることができ、良好な関係が築かれているなぁと感じた。 

 

３．まとめ 

 現在、本校では本年度の学校評価の結果に基づき、次年度に向けての改善方策や取り組みの重点等について検討・協

議を行っています。次年度は、新学習指導要領の完全実施に伴い、教科等横断的な視点を持ちながら年間指導計画等の

教育課程の再編成と基礎学力の向上を推進し、児童の「心の教育」や「体つくり」にも積極的に取り組み、『知・徳・体』

のバランスのとれた児童の育成のために尽力していきます。 

また、学校の教育活動をご理解いただくとともに、ご協力頂けるように、情報の発信を含む連携と保護者・地域との

協働体制のさらなる充実に努めます。施設面の修繕や充実においては、市教育委員会と連携をとり、学校環境の改善に

取り組みます。 

今後も、「社会に開かれた教育課程の実践」の基本理念の下、保護者の皆様や地域の皆様と連携を深めながら、子ど

もたちを育んでいきたいと考えております。皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。教職員一同、力を合わ

せて令和２年度の学校運営の更なる充実を図って参ります。 


